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令和5年 12月定例会
会期　11月30日～12月18日（19日間)

　５年度一般会計補正予算をはじめとした21議案の
ほか、同意１件、報告２件、諮問１件が提出されまし
た。そのほか、請願１件が審議されました。
　また、１５人が代表・一般質問を行いました。　　

☜開会日の
録画配信

☜中日の
　録画配信

☜閉会日の
録画配信

☜ホームページは
こちら

豊川市のこんなことが決まりました

会期日程
11月	30日	 本会議　開会　 	 会期の決定、市長の所信表明、市からの議案の提案説明など

12月	 5日	 本会議　代表質問・一般質問　 　15人の議員が市政について質問
12月	 6日	 本会議　一般質問　
12月	 7日	 本会議　一般質問　 　　
12月	11日	 本会議　中日　 	 議案に対する質疑、
	 	 	 議案の委員会付託（審査を各常任委員会へ振り分け）、一部の議案の採決

12月	13日	 総務委員会・福祉委員会　　　　
12月	14日	 市民文教委員会・産業建設委員会　
12月	15日	 政策課題調査特別委員会
12月	18日	 本会議　閉会　 	 委員会の委員長報告、
	 	 	 委員長報告に対する質疑、討論、採決

付託議案・請願・陳情の審査、所管事務調査など
審査では、委員会としての賛否などを決定

P.4、13、14

議案の審査

議案審議の内容は抜粋したものです。全ての議案名及び審議結果は、６ページの議決
状況の一覧またはホームページをご覧ください。

P.7～12	録画配信の二次元コードを
掲載しています

P.2～3

P.5

６つ６つの審査をの審査を

Pick up！Pick up！

〈
第
72
号
議
案
〉
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
6
号
）

老
朽
化
に
よ
り
閉
館
す
る

さ
わ
き
児
童
館
を
取
り
壊
し
ま
す
。

補 正
予 算

1　

老
朽
化
に
伴
い
５
年
度
末
で
閉
館
す
る
さ
わ
き
児
童
館
を

取
り
壊
す
た
め
、廃
棄
物
処
理
委
託
料
70
万
円
、解
体
撤
去
工

事
費
４
９
０
０
万
円
、児
童
館
解
体
関
連
移
転
事
業
費
補
助

12
万
６
千
円
を
追
加
し
ま
す
。

（
４
９
８
２
万
８
千
円
追
加
）

Ｑ　

解
体
工
事
費
の
内
訳
は
。

Ａ　

割
合
で
は
、ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
工
事
費
が
約
５

割
、ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を

除
く
工
事
費
が
約
３
割
、

外
構
工
事
費
が
約
２
割
。

ア
ス
ベ
ス
ト
の
処
理
に

多
く
の
費
用
を
要
す
る

と
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ　

ア
ス
ベ
ス
ト
の
含
有
状

況
は
。

Ａ　

５
年
６
月
の
調
査
結
果

に
よ
る
と
、児
童
館
の

内
部
・
外
部
18
カ
所
の

建
材
を
一
部
採
取
・
分

析
し
た
と
こ
ろ
、10
カ

所
で
検
出
さ
れ
た
。場

所
は
、外
壁
や
花
壇
の

壁
な
ど
の
外
装
の
ほ
か
、

建
物
内
の
床
や
壁
な
ど

で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
た
。

Ｑ　

解
体
工
事
の
坪
単
価
は
。

Ａ　

予
算
額
か
ら
算
出
す
る

と
約
78
万
円
。解
体
工

事
以
外
に
も
、駐
車
場

の
整
備
や
、隣
接
す
る

下
佐
脇
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー
の
給
水
設
備
の
切

り
回
し
な
ど
の
外
構
工

事
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

本
会
議
で

質
疑
が
あ
り
ま
し
た

マークの日は録画配信があります。
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〈
第
72
号
議
案
〉
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

小
中
学
校
の
特
別
教
室
へ
の

空
調
設
置
を
進
め
ま
す
。

補 正
予 算

2

〈
第
92
号
議
案
〉
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

物
価
高
騰
対
応
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
発
行
事
業
費
補
助
金
を
追
加
し
ま
す
。

補 正
予 算

4

〈
第
92
号
議
案
〉
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

６
月
の
大
雨
に
係
る
自
動
車
災
害
見
舞
金
の

不
足
分
を
追
加
し
ま
す
。

補 正
予 算

3 　

小
学
校
19
校
分
、中
学
校
７
校
分
の
特
別
教
室
空
調
設
備
設
置
工
事
基
本
設

計
等
委
託
料
を
追
加
し
ま
す
。（
６
５
０
０
万
円
追
加 

※
小
中
学
校
合
算
）

　

市
民
の
消
費
喚
起
を
促
し
、市
内
商
店
等
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

発
行
総
額
６
億
円
、額
面
総
額
７
億
８
千
万
円
、プ
レ
ミ
ア
ム
率
30
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
発
行
事
業
費
補
助
金
を
追
加
し
ま
す
。商
品
券
の
利
用
開
始
は
、6

年
6
月
を
想
定
し
て
い
ま
す
。（
２
億
８
千
万
円
追
加
）

　
５
年
６
月
２
日
の
大
雨
に
よ
り
自
家
用
車
が
被
災
し
た
方
に
対
し
て
支
給
す
る

自
動
車
災
害
見
舞
金
に
つい
て
、不
足
分
を
追
加
し
ま
す
。（
１
０
７
７
万
円
追
加
）

Ｑ　

空
調
設
備
設
置
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ　

合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
設
置
す

る
学
校（
旧
豊
川
市
・
旧
一
宮
町
の

小
中
学
校
）は
、７
年
度
中
に
設
置

で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。合

併
特
例
債
の
対
象
外
と
な
る
小
中

学
校
は
、９
年
度
末
ま
で
に
稼
働

で
き
る
よ
う
設
置
す
る
予
定
だ
が
、

有
利
な
財
源
等
を
考
慮
し
つ
つ
、

早
期
に
設
置
で
き
る
よ
う
進
め
る
。

Ｑ　

電
子
商
品
券
の
導
入
に
つ
い
て
、

市
民
や
事
業
者
か
ら
の
声
が
反

映
さ
れ
、市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

つ
な
が
る
こ
と
は
理
解
す
る
が
、

事
務
費
１
億
円
の
考
え
方
は
。

Ａ　

商
品
券
は
電
子
と
紙
の
併
用
で

事
業
を
進
め
、各
経
費
の
内
訳

は
、電
子
が
７
割
、紙
が
３
割
を

想
定
し
て
い
る
。コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
の
設
置
や
、電
子
商
品
券
の

シ
ス
テ
ム
構
築
費
及
び
ク
レ
ジ

ッ
ト
決
済
への
対
応
な
ど
、紙
の

商
品
券
事
業
で
は
か
か
ら
な
い

経
費
を
計
上
し
て
い
る
。電
子

商
品
券
に
係
る
経
費
が
大
き
い

た
め
、今
後
可
能
な
限
り
経
費

の
抑
制
に
つ
い
て
、商
工
会
議
所

と
協
議
を
進
め
る
。

Ｑ　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
電
子

化
が
市
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
、

そ
の
認
識
と
期
待
す
る
効
果
は
。

Ａ　

全
て
の
市
民
が
地
域
社
会
に
お

い
て
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
等

し
く
享
受
で
き
る
環
境
の
構
築

に
つ
な
が
る
契
機
に
な
る
と
認

識
し
て
い
る
。消
費
行
動
を
介

し
、消
費
者
、事
業
者
の
双
方
が

恩
恵
を
受
け
る
中
で
、キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
を
含
め
た
デ
ジ
タ

ル
媒
体
の
利
用
者
が
一
層
拡
大

す
る
こ
と
に
期
待
す
る
。物
価

高
騰
対
応
の
趣
旨
等
を
踏
ま
え
、

事
務
費
の
抑
制
に
努
め
、プ
レ

ミ
ア
ム
分
の
経
費
に
充
当
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。

Q　

補
正
予
算
で
追
加
す
る
理
由
と
内

容
は
。

A　

見
舞
金
の
申
請
期
間
が
11
月
30

日
で
終
了
し
、申
請
件
数
が
確
定

し
た
た
め
。申
請
台
数
は
、合
計

1
4
9
3
台
で
、内
訳
は
、廃
車
に

対
す
る
申
請
が
１
１
９
２
台
、修
理

が
３
０
１
台
、見
舞
金
の
総
額
は
３

８
７
７
万
円
と
な
っ
た
。

本
会
議
で

質
疑
が
あ
り
ま
し
た

本
会
議
で

質
疑
が
あ
り
ま
し
た

本
会
議
で

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
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議案の審査

〈
第
82
号
議
案
〉
子
ど
も
医
療
費
支
給
条
例
の
一
部
改
正

通
院
に
係
る
子
ど
も
医
療
費
の
支
給
範
囲
を

高
校
３
年
生
世
代
ま
で
に
拡
大
し
ま
す
。

条例の
一部改正

5

〈
第
83
号
議
案
〉
御
油
合
葬
式
墓
園
条
例
の
制
定

御
油
合
葬
式
墓
園
を
設
置
し
ま
す
。

条例の
制 定

6

　

子
育
て
世
代
を
支
援
し
、子
ど
も
の
保
健
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
、通
院
に
係
る
子
ど
も
医
療
費
の
支
給
の
範
囲
に
つ
い
て
、現
在
の「
中
学
３
年

生
ま
で
」か
ら「
高
校
３
年
生
世
代
ま
で
」に
拡
大
し
ま
す
。

（
６
年
４
月
１
日
施
行
）

　
市
民
の
公
衆
衛
生
の
増
進
を
目
的
と
し
て
、

御
油
合
葬
式
墓
園
を
設
置
す
る
た
め
、

条
例
を
制
定
し
ま
す
。（
６
年
４
月
１
日
施
行
）

Ｑ　

合
葬
墓
の
形
態
と
収
容
体
数
は
。

Ａ　

合
葬
墓
は
、
高
さ
３
・
９
メ
ー

ト
ル
、
横
10
メ
ー
ト
ル
、
奥

行
き
５
メ
ー
ト
ル
の
地
上
１

階
、
地
下
１
階
の
建
物
で
、

前
面
に
球
状
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
や
献
花
台
な
ど
を
備
え
た

慰
霊
碑
型
の
墓
地
。
収
容
体

数
は
、
地
上
の
個
別
安
置
室

に
は
１
５
０
０
体
を
安
置
で

き
、
地
下
の
合
葬
室
に
は
１

万
体
を
専
用
の
布
製
の
袋
に

入
れ
た
状
態
で
埋
蔵
で
き
る
。

Ｑ　

高
校
生
世
代
の
医
療
費
の
財
政

規
模
は
、ど
の
程
度
を
見
込
ん

で
い
る
か
。

Ａ　

中
学
生
世
代
の
４
年
度
実
績
を

参
考
に
試
算
す
る
と
、高
校
生

世
代
の
通
院
に
係
る
医
療
費
は
、

年
間
約
１
億
２
８
０
０
万
円
と

見
込
ま
れ
る
。

Ｑ　

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
拡
大

は
費
用
対
効
果
が
高
い
と
考
え

る
が
、市
の
考
え
は
。

Ａ　

高
校
生
世
代
の
通
院
に
係
る
医

療
費
は
、子
ど
も
一
人
当
た
り

年
間
約
２
万
３
千
円
の
負
担
軽

減
と
な
る
上
、子
ど
も
が
い
つ
で

も
医
療
に
か
か
る
こ
と
が
で
き

る
安
心
感
を
得
ら
れ
、市
に
対

す
る
信
頼
の
向
上
に
も
つ
な
が

る
た
め
、効
果
は
大
き
い
と
考

え
る
。

　

恩
恵
を
受
け
る
子
ど
も
た
ち
の
将

来
の
負
担
に
な
ら
な
い
か
、今
後
の
財

源
を
踏
ま
え
、適
切
に
対
応
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
。

福
祉
委
員
会
で

質
疑
が
あ
り
ま
し
た

意
見
が
あ
り
ま
し
た

産
業
建
設
委
員
会
で

質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ　

使
用
料
の
考
え
方
は
。

Ａ　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
建

物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
耐
用
年

数
を
50
年
と
見
込
ん
だ
。
使
用

料
は
、
こ
の
50
年
間
に
要
す
る

維
持
管
理
費
用
等
に
土
地
の
取

得
費
や
墓
園
の
建
設
費
を
加
え

た
額
を
埋
蔵
体
数
な
ど
で
割
り

返
し
た
数
値
や
、
既
存
の
市
営

墓
園
の
使
用
料
、
先
進
自
治
体

の
使
用
料
な
ど
を
総
合
的
に
勘

案
し
て
算
出
し
て
い
る
。

外観のイメージ

運用を開始する御油合葬式墓園
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反

対

賛

成
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
費
補
助
金
の

事
務
経
費
が
高
額
で
あ
る

必
要
性
の
高
い
事
業
を
計
上
し
て
い
る

　

国
の
物
価
高
騰
対
応
事
業
で
あ
る
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
支
援
給
付
金
給
付
事

業
費
、
民
間
保
育
所
等
賄
材
料
費
軽
減
対
策
支
援
金
、
施
設
園
芸
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
高
騰
対
策
事
業
費
な
ど
に
は
賛
成
す
る
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業

費
補
助
金
に
つ
い
て
、
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

商
品
券
を
紙
と
電
子
の
２
通
り
で
発
行
す
る
こ
と
で
、
事
務
経
費
は
事
業

費
の
35
・
7
％
、
１
億
円
と
な
り
高
額
で
あ
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
の
30
％
分
が

１
億
８
千
万
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
経
費
が
か
か
り
す
ぎ
で
あ
り
、
電
子
商
品
券

の
発
行
が
目
的
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

全
て
の
市
民
が
税
金
の
還
元
を
受
け
る
べ
き
で
、
そ
の
た
め
の
経
費
は
最
低
限

に
抑
え
る
べ
き
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

・
海
軍
工
廠
被
爆
50
年
の
平
成
７
年
８
月
７
日
、
豊
川
市
平
和
都

市
宣
言
を
行
い
、
人
類
の
絶
滅
に
つ
な
が
る
核
兵
器
の
廃
絶
を
訴

え
、
地
球
の
平
和
と
安
全
の
確
保
を
希
求
す
る
と
し
て
い
る
。
締

約
国
会
議
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
も
し
な
い
日
本
政
府
に
、
平

和
都
市
宣
言
を
し
た
市
の
議
会
と
し
て
、
意
見
書
を
提
出
す
る

時
で
あ
る
。

・
国
際
情
勢
を
見
る
と
、
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
さ
れ
る
状
況
で
、
原
爆
を
体
験
し
た
日
本
の
立
場
で
し
か

で
き
な
い
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

核
保
有
国
が
１
カ
国
も
参
加
し
て
い
な
い
核
兵
器
禁
止
条
約
は

実
効
性
が
な
く
、
わ
が
国
が
参
加
す
れ
ば
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
北

朝
鮮
の
核
の
脅
し
を
助
長
す
る
。

　

核
兵
器
廃
絶
の
ゴ
ー
ル
は
、
人
類
で
共
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
国
の
安
全
保
障
を
他
国
に
委
ね
て
い
る
わ
が
国
は
、
同
盟

国
と
の
関
係
な
ど
を
勘
案
す
れ
ば
、
現
在
は
、
参
加
・
調
印
・
批

准
す
る
段
階
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
物
価
高
騰
対
応
事
業
が
４
事
業
、
６
月
の
大
雨
に

よ
り
被
災
し
た
自
動
車
台
数
の
確
定
に
よ
る
見
舞
金
の
追
加
、
本
庁
舎
等
整
備

計
画
策
定
の
た
め
の
オ
フ
ィ
ス
環
境
調
査
な
ど
、
必
要
性
の
高
い
事
業
を
計
上

し
て
い
る
。

　

物
価
高
騰
対
応
事
業
の
う
ち
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
費
補
助
金
に

つ
い
て
、
１
億
円
の
事
務
費
を
使
っ
て
商
品
券
を
電
子
化
し
、
紙
と
電
子
を
併
用

す
る
こ
と
は
、
市
民
や
商
工
者
に
と
っ
て
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
推
進
の
足
掛
か
り
と

な
る
こ
と
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

　

今
後
、
事
業
の
実
施
に
向
け
て
事
務
費
を
精
査
し
、
本
事
業
が
市
民
フ
ァ
ー

ス
ト
と
な
る
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
、
ま
た
、
事
務
費
の
抑
制
に
よ
り
プ
レ
ミ

ア
ム
の
還
元
を
最
大
限
行
い
、
市
民
の
物
価
高
騰
対
策
と
な
る
こ
と
を
信
じ
、

賛
成
す
る
。

請願第3号

第92号議案

日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める
意見書提出を求める請願

５年度一般会計補正予算（第7号）

【請願者】愛知県原水爆被災者の会（愛友会）　理事長　金本　弘

【
請
願
の
要
旨
】

　

2
０
１
７
年
７
月
に
採
択
さ
れ
た
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
核
兵
器

完
全
廃
絶
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。
原
爆
被
害
を
体
験
し
た
日
本
の

政
府
は
、
核
兵
器
の
使
用
を
許
さ
ず
、
全
面
的
に
禁
止
さ
せ
る
先
頭

に
立
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
証
と
し
て
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に

参
加
・
調
印
・
批
准
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
、
意
見
書
と
し
て
国
及

び
関
係
機
関
へ
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

採
択

不
採
択

平
和
都
市
宣
言
を
し
た
市
の
議
会
と
し
て
、

意
見
書
を
提
出
す
る
時
で
あ
る

現
状
を
勘
案
す
る
と
、
現
在
は
、
参
加
・
調
印
・
批
准

す
る
段
階
で
は
な
い

主 な 討 論
本会議で行われた

※会派別賛否の状況については、 
6ページの議決状況の一覧で 
ご確認ください。

不採択

原案可決
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議決状況の一覧

■12月定例会 ○賛成 ×反対　（請願は、○は採択、×は不採択です。）

未来―とよかわ未来（19） 公明―公明党市議団（3） 共産―日本共産党豊川市議団（2）  清廉―清廉の会（2） 無会派―1人会派（3）
※（　）内は所属人数で、議長は表決に加わりません。

議 案 名 付託
委員会

会 派 別 賛 否 状 況 議 決
結 果未 来 公 明 共 産 清 廉 無会派

議案 72　５年度一般会計補正予算（第６号） ― ○ ○ × × ○× 可決

議案 73　５年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ― ○ ○ 棄権 ○ ○ 可決

議案 74　５年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ― ○ ○ 棄権 ○ ○ 可決

議案 75　５年度水道事業会計補正予算（第３号） ― ○ ○ 棄権 ○ ○ 可決

議案 76　５年度下水道事業会計補正予算（第３号） ― ○ ○ 棄権 ○ ○ 可決

議案 77　５年度病院事業会計補正予算（第２号） ― ○ ○ 棄権 ○ ○ 可決

議案 78　市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当の額並びにその支給に関
する条例及び市長等の給与に関する条例の一部改正 総務 ○ ○ × × ○× 可決

議案 79　職員給与条例及び一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正 総務 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 80　特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例の一部改正 ― ○ ○ 棄権 ○ ○ 可決

議案 81　児童館条例の一部改正 福祉 ○ ○ × ○ ○× 可決

議案 82　子ども医療費支給条例の一部改正 福祉 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 83　御油合葬式墓園条例の制定 産業
建設 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 84　市民部が所管する公の施設に係る指定管理者の指定 市民
文教 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 85　市道路線の認定 ― ○ ○ 棄権 ○ ○ 可決

議案 86　土地の取得 ― ○ ○ 棄権 ○ ○ 可決

議案 87　東三河広域連合規約の変更 ― ○ ○ 棄権 ○ ○ 可決

議案 88　損害賠償の額の決定 福祉 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 89　損害賠償の額の決定 福祉 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 90　国民健康保険条例の一部改正 福祉 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 91　手数料条例の一部改正 市民
文教 ○ ○ × ○ ○× 可決

議案 92　５年度一般会計補正予算（第７号） ― ○ ○ × × ○× 可決

請願 ３　日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書提出を求
める請願 総務 × × ○ ○ ○× 不採択

同意 12　公平委員会の委員の選任同意 ― ○ ○ ○ ○ ○ 同意

報告 17　損害賠償の額の決定に関する専決処分の報告 ― ― ― ― ― ― 報告

報告 18　変更契約の締結に関する専決処分の報告 ― ― ― ― ― ― 報告

諮問  ２　人権擁護委員候補者の推薦 ― ○ ○ ○ ○ ○ 異議ない

報告 17、18 については、報告のみで採決はありません。

本会議の状況


